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本校は生徒に一人につき１つのＩＤとパスワードを配付して、ネットワークの利用をしている。生徒へ

のＩＤとパスワードの配付は生徒に責任を持たせるためである。また、本校は生徒には掲示板やメール

などの利用についての正しい知識を身につける指導を行っている。さらに、本校は情報モラルの育成に

ついても取り組んでいる。 

 

＜キーワード＞ 情報モラル，カリキュラム，意識調査，指導事例，中学校，校内ＬＡＮ

１. はじめに 

私たちは、生徒が学校生活をより楽しくより豊

かに協調的に過ごせることや、学校での活動と家

庭との双方向の情報交流を深めていくことができ

るように、生徒自身が日常活動の中で IT を活用し

て、自主的、創造的に活動できるようにしていき

たいと考え、そのための環境づくりを行っている。

その中で、ＩＴで単に実用性や効率性だけを求め

るのでなく、人と人の気持ちを大切にした実質的

な IT 活用、ＩＣＴの有用性に気付かせていきたい

と考えている。また、次世代に対応できる人間の

教育をめざして、ＩＴに関わるモラルの向上とと

もに、本校の生徒及び指導者の知的財産権（知的

所有権）の知識を増し、意識を高めることで、将

来にわたり生徒が、自主的、創造的に生活ができ

るように、生きてはたらく思考力と判断力が身に

つけることをねらいとしている。 

２. 本校のＩＴ環境 

本校は，大学と専用線（光ファーバー５Ｍ）で

結ばれており，高速の通信が可能になっている。

校内ネットワークも充実し，サーバー機が７台，

コンピュータ室（４０台，２０台，２０台）３室，

図書館９台，ＬＬ教室８台，各普通教室に１台，

１５０台程のコンピュータと徐々に整備してい

る。現在は，情報コンセントを各部屋に設置し，

校内のどこでもだれもがインターネットを利用可

能にし，生徒も授業中だけでなく休み時間や放課

後などに自由にコンピュータを利用している。 
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図 附属中学校ネットワーク図 

３. 利用対象を明確にしたホームページ 

全国の多くの学校が，徐々にホームページを開
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設するようになってきている。生徒の学習活動や

学校の特色を出したサイトが多くなっているが，

なかなかホームページを更新するゆとりがなく，

提供している情報が固定化されている。又，個人

情報やプライバシーを気にするあまり，子供たち

の生き生きした表情がなくなっている。だから，

もう一度ホームページを見てみようという意欲が

わいてこないのではないだろう。 

本校は利用対象を明確にし，ホームページの目

的を教師や生徒や保護者に置き，以下のようなメ

ニューを作り，内容を充実させている。 

１） 教師のためのホームページ活用 

・ペーパレス会議の実践 （本校教官のみ） 

・教育実践資料指導案などの公開（一般）など 

２） 生徒のためのホームページの活用 

・電子学級日誌，電子日番点検 

・Ｗｅｂ学習教材の活用 

・スクールメールの活用 

・電子掲示板の活用など（本校生徒・校内専用） 

３） 家庭と学校の連携のためのホームページの

活用 

・生徒の活動のデジタル化（電子学級日誌等） 

・生徒の学校での様子のＷｅｂ上公開 

・教師と保護者との連絡や相談のＥメール活用 
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図 Open Education Network 図 

このように，ホームページとＥメールを組み合

わせ，生徒や保護者に軸足を置いたネットワーク

「Ｏｐｅｎ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒ

ｋ」を構築している。このシステムの構築により

，IT を活用した新しい教育の改革を行っている。 

教職員のコンピュータ活用技能および家庭のイ

ンターネット接続については、 教職員２６名のう

ち、本校導入ソフトウェア操作は２６名全員が行

え、それを活用した授業についても２６名全員が

行える状況である。また、入学説明会等での本校

の IT 活用を理解して頂いている関係で、すべての

家庭でインターネットを接続できる環境（接続率

１００％）にある。また、各部屋には施錠するこ

とはなく、いつでもどこでも出入りすることがで

きる。コンピュータ室も同様である。このような

環境であるので、情報モラルの在り方が重要に

なってきる。 

４. 情報モラルの育成に関して 

生徒に一人につき１つのＩＤとパスワードを持

ち、ネットワーク利用をしている。これは完全に

自己責任を持たせるためでもある。ただ、ネット

ワークを運営する以上、生徒がどのようなネット

サーフィンをしているか、ウィルス感染をしてい

ることはないか、などをチェックする必要がある。 

本校の場合、プロキシーサーバーを導入し、すべ

てのインターネットのログを管理している。これ

により、どのコンピュータで、何時に、誰がログ

インし、どのような Web ページを見たかが確認で

きる。 

今回、１年生でのネットワーク利用、家庭での

正しいネットワーク利用を目指して、学年集会で

説明をした。 
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図 学年集会の様子の WEB ページ 

５. 情報モラルアンケート 
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自由に使えるパソコンは、ほぼ１００％である。

この状態で、掲示板やメールなどの利用について、

正しい知識を身につけるようにすることが大切で

ある。 

６. 著作権教育に関しての実践 

【研修】 
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①音声映像などの著作権の在り方についての講話 

②著作物についての Q＆A ワークシートによる学

習 

③「著作権どう教えるー教員の意識改革が急務」 

【指導】 

①本校における情報モラルリテラシーの育成につ

いての項目の作成した。 

②授業で、１年生理科の授業で、フリーウェアソ

フトとシェアウェアソフトの違いと扱い方につ

いて指導した。 

③著作権について認識を深め実践していく態度を

育てるために、３年生選択教科（理科英語）に

おいて、それまで学習してきたまとめを画像や

文章をつかってプレゼンテーションソフトでま

とめていく授業実践を行った。 

④職員及び生徒・保護者に対して、著作権の認識 

７. 本年度の実践 

○情報モラルリテラシーの育成 

○ＩＴを用いた授業実践（著作権教育に関わって） 

(独)情報処理推進機構(IPA)の オープンソース

ソフトウェア活用基盤整備事業 『学校教育現場に

おけるオープンソースソフトウェア活用に向けて

の実証実験』について、Linux を利用したソフト

ウェアの利用。 

 
図 LinuxＰＣを利用した授業 

 
図 無線ＬＡＮを利用した E-learning 

 

○学校教育活動についてリアルタイムでの情報公

開 

○災害緊急時用メールの活用に向けて 

○総合的な学習での著作権配慮 

○インターネットで検索する場合利用許諾確認引

用確認 

○ホームページ作成に関する承諾書必要 

○ＳＡ＠を利用した学校評価を行っている。 

８. 今度のネットワーク 

安定で安全なネットワークを構築していくため

に、附属学校のネットワークの見直し、岐阜大学

とのシームレスな連携ができるように３月に学校

内光ファイバー工事、ネットワーク再設定工事な

どを行い、「安定・安全」のネットワークする予定

である。 

また、フィルタリングソフトの導入などを行い、

不正アクセスに対する対策などを確実に行ってい

きたい。それと同時に、情報モラル、著作権に対

する意識などを高めていきたい。 


